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研究成果の概要（和文）：超広角OCTと3D MRIを駆使して、小児期から中高年以降に至るまで様々な年齢群の症
例を長期的に観察し、眼球形状の異常を解析した。その結果、小児期にすでに視神経乳頭鼻側に強膜の形状異常
が始まっていることが示され、病的近視の眼球形状異常はすでに小児期に生じていることが示された。また、中
高年期では脈絡膜や強膜の非薄化が進み、その結果、眼球形状の異常となる部位が小児期と違っていること、さ
らに経年的に形状異常が進行することが明らかとなった。形状異常を抑制するために、後部強膜に対する光線架
橋療法のプローブの試作を行い、ウサギモデルにおいて強膜の硬化を確認した。

研究成果の概要（英文）：Using ultra-wide angle OCT and 3D MRI, long-term observation of cases in 
various age groups from childhood to middle age and beyond was conducted to analyze ocular shape 
abnormalities. The results showed that scleral shape abnormalities had already begun in childhood on
 the nasal side of the optic nerve papilla, indicating that eye shape abnormalities in pathological 
myopia had already occurred in childhood. In middle-aged and older adults, the choroid and sclera 
become thinner and thinner, and as a result, the location of the eye shape abnormality differs from 
that in childhood, and the shape abnormality also progresses over time. To control the shape 
abnormality, we developed a prototype photocrosslinking therapy probe for the posterior sclera and 
confirmed scleral sclerosis in a rabbit model.

研究分野： 眼科学

キーワード： 近視　強膜　眼球形状

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究成果により、小児期にすでに中高年以降に高度の眼球形状異常にいたる症例を同定することができる
ことが示された。そのことにより、通常の学童近視と、失明に至る病的近視を若い時期に区別することが可能と
なり、失明予防に極めて重要な成果と考えらえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

近年、全世界的に近視および強度近視の人口が増加しており、２０５０年には

全世界人口の半分が近視に、10%が強度近視に至ると試算されている。特に、

近視人口が多い東アジア諸国では、今後ますます病的近視による失明が問題と

なると考えられている。病的近視による失明は、眼底に生じる近視性黄斑症、

近視性牽引黄斑症、視神経障害が主である。そしてこれら病変発生の原因とな

るのが、眼軸長延長と眼球後部の変形である後部ぶどう腫である。後部ぶどう

腫は病的近視を特徴づける重要な病変であるが、その頻度や発生機序、遺伝性

などは明らかになっていなかった。その理由として、後部ぶどう腫が眼底の広

範囲に及ぶ三次元的な変化であり、眼底検査などの通常の検査で客観的に評価

することが困難であった。 

しかしながら近年の画像診断技術の進歩に伴い、眼球全体の形状異常を評価す

る3D MRIや超広角光干渉断層計（OCT）が使用可能となった。これらの新しい

画像診断機器を用いて、我々は世界に先駆けて病的近視の眼球形状異常を正確

に客観的に評価することに成功した。 

 

２．研究の目的 

本研究では、失明につながる合併病変を生じる前に、その原因となる後部ぶど

う腫の発生や進行を抑制する治療を確立するために、最新の画像診断機器を用

いて、後部ぶどう腫の発生および進行過程を明らかにすることを目的とした。

さらに、後部ぶどう腫の客観的診断に基づき、病的近視の中で後部ぶどう腫を

有する症例を同定し、全ゲノム解析を施行して、世界ではじめて後部ぶどう腫

の原因遺伝子を明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

東京医科歯科大学先端近視センターに通院中の病的近視患者に超広角 OCT 検査

を施行し、すでに我々が報告した後部ぶどう腫縁の OCT 所見の特徴に基づき、

ぶどう腫を有する症例を同定した。これら症例に同意を得たうえで遺伝子採血

にご協力いただいた。DNA を抽出し全ゲノム解析を行う。 

小児期、青少年期、中年期、高年期の４つの年齢集団の病的近視患者に対し、3D 

MRI と超広角 OCT を施行し、各年齢群でぶどう腫の頻度、発生部位、進行過程を

長期的に経過観察を行った。ぶどう腫の程度は上の網膜色素上皮の突出の有無



によりタイプ１とタイプ２とに分類した。さらに、OCT を用いて脈絡膜厚と強膜

厚を解析し、ぶどう腫の発生と進行に関与する因子を解析した。 

 

４．研究成果 

超広角 OCT と 3D MRI を駆使して、小児期から中高年以降に至るまで様々な年齢

群の症例を長期的に観察し、眼球形状の異常を解析した。その結果、小児期にす

でに視神経乳頭鼻側に強膜の形状異常が始まっていることが示され、病的近視

の眼球形状異常はすでに小児期に生じていることが示された。また、中高年期で

は脈絡膜や強膜の非薄化が進み、その結果、眼球形状の異常となる部位が小児期

と違っていること、さらに経年的に形状異常が進行することが明らかとなった。

形状異常を抑制するために、後部強膜に対する光線架橋療法のプローブの試作

を行い、ウサギモデルにおいて強膜の硬化を確認した。 

後部ぶどう腫を有する病的近視患者の遺伝子解析のための採血についてはコロ

ナのためやや遅れていたが、ようやくほぼ３００検体の採取を終えたため、ただ

ちに全ゲノム解析を行う予定である。 
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